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II向き 1(6月1日現在)

・人口 10，582人(+16人)

・男子 4，997人(+10人)

・女子 5，585人(+6人)

・世帯数 3，360戸(+18戸)

( )内前月比
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在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
充
実
し
ま
し
た

在
宅
の
高
齢
者
福
祉
事
業
と
し

て
、
川
内
町
で
は
早
く
か
ら
ガ
リ

ラ
ヤ
荘
に
委
託
し
、
車
の
送
迎
付

き
で
入
浴
サ
ー
ビ
ス
等
を
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
今
年
四
月
一

白
か

ら
川
内
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
(
ガ
リ
ラ
ヤ
荘
)
に
衣
替
え
を

し
、
国
(
四
分
の
一
二
、
県
(
四

分
の
一
)
の
補
助
を
受
け
在
宅
高

齢
者
福
祉
対
策
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
急

速
に
高
齢
化
が
進
み
、
ま
た
、
将

来
に
お
い
て
も
ま
だ
ま
だ
そ
の
傾

向
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
、
ど
ん
ど
ん
年
を
と
っ
て
い

っ
て
も
、
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ

た
家
で
、
家
族
や
地
域
の
な
じ
み

の
人
々
と
共
に
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
、
在
宅
福
祉
を
推
進
す
る
た

め
に
行
う
も
の
で
す
。

/ ， 

だ
れ
し
も
何
年
は
と
り
た
く
な

い
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
た
い
H

と
望
み
ま
す
が
、
不
幸
に
し
て
身

体
が
弱
つ
で
き
た
り
、
不
自
由
に

な
っ
て
き
ま
す
と
、
ど
う
し
て
も

家
族
や
、
地
域
の
方
々
の
協
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

川
内
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

し
か
し
一
方
で
は
、
昔
の
よ
う

に
た
だ
い
ま
十
一
人
な
ど
と
い
う

大
家
族
は
皆
無
に
近
く
、
子
供
も

少
な
く
、
そ
の
上
に
、
家
庭
で
の

仕
事
よ
り
別
に
勤
務
先
等
を
持
つ

よ
う
に
な
り
、
離
れ
ば
な
れ
に
な

る
こ
と
も
多
く
、
高
齢
者
等
と

一

緒
に
仕
事
や
、
生
活
や
、
お
世
話

も
で
き
に
く
い
傾
向
が
進
ん
で
お

り
、
高
齢
者
在
宅
介
護
に
大
き
な

期
待
は
持
て
な
い
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

そ
れ
で
も
先
般
の
厚
生
省
の
国

民
調
査
で
「
あ
な
た
の
老
後
は
ど

う
あ
り
た
い
か
』
に
対
し
て
、
そ

の
大
部
分
は
『
住
み
慣
れ
た
家
で

家
族
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
人
生
を

全
う
し
た
い
』
と
答
え
ら
れ
て
い

ま
す
。そ

こ
で
、
川
内
町
で
は
、
町
内

に
早
く
か
ら
設
置
さ
れ
協
力
を
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
落
成
式

た
だ
い
て
い
る
、
社
会
福
祉
法
人

「愛
隣
国
」
が
運
営
す
る
特
別
養

護
老
人
ホ

l
ム
「
ガ
リ
ラ
ヤ
荘
」

に
理
解
を
求
め
、
そ
の
施
設
の

一

部
を
改
造
、
改
装
し
て
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
専
門
の
特
種
浴
槽
や
、
休

養
和
室
、
そ
の
他
設
備
等
も
含
め

て
整
備
し
、
こ
の
ほ
ど
立
派
に
完

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
要
し
た
経
費
は
、

総
事
業
費
一
四
、
七
四
六
千
円

で
、
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

川
内
町
補
助
金五

、
八
五

O
千
円

共
同
募
金
配
分
金
七
五

O
千
円

愛
隣
国
ガ
リ
ラ
ヤ
荘
負
担

八
、
一
四
六
千
円

別
途
、
町
よ
り
送
迎
車

一
台

(
十
人
乗
り
)
を
無
償
貸
与

こ
の
高
齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
と
は
、
家
庭
で
介
護
を
要
す
る

高
齢
者
(
原
則
六
五
才
以
上
)
の

方
を
(
特
に
寝
た
き
り
や
身
体
の

弱
い
わ
年
寄
り
を
重
点
的
に
)
リ

フ
ト
パ
ス
(
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ

l
、

車
椅
子
で
乗
れ
る
)
で
家
ま
で
送

迎
し
、
昼
間
だ
け
で
す
が
、
セ
ン

タ
ー
で
入
浴
、
食
事
、
日
常
動
作

訓
練
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
、
高
齢
者
の
社
会
的

孤
立
感
の
解
消
や
、
心
身
機
能
の

維
持
向
上
な
ど
を
図
る
と
同
時
に

家
族
や
近
隣
で
、
介
護
や
お
世
話

を
し
て
く
れ
て
い
る
方
々
の
負
担

を
少
し
で
も
軽
く
し
、
み
ん
な
が

い
つ
ま
で
も
笑
顔
で
、
在
宅
生
活

が
で
き
る
一
つ
の
事
業
で
あ
り
ま

す。
平
成
五
年
度
の
利
用
料
は
、

一

人
一
日
五
百
円
で
す
(
個
人
が
直

接
セ
ン
タ
ー
に
支
払
う
)

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(
ガ

リ
ラ
ヤ
荘
)
で
は
、
十
亀
主
税
(
前

町
役
場
課
長
)
さ
ん
を
室
長
に
大

石
一
善

・
渡
辺
り
か

・
菅
野
京
子⑧
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 改

装
さ
れ
た
特
殊
浴
槽

さ
ん
他
ホ

i
ム
職
員
み
な
さ
ん

一

緒
に
温
か
く
お
迎
え
し
て
い
た
だ

き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
ガ
リ
ラ
ヤ
ザ
壮
)
の
利
用
は
、

一

日
八
人
で
小
規
模
で
あ
る
た
め
、

当
面
は
、
従
来
入
浴
サ
ー
ビ
ス
等

を
受
け
ら
れ
て
い
た
方
々
を
中
心

に
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
ほ
、
ぽ

定
員
に
達
し
て
い
る
状
況
で
す
。

家
族
の
事
情
や
本
人
の
状
況
に

よ
っ
て
は
調
整
い
た
し
た
い
と
思

い
ま
す
か
ら
、
利
用
ご
希
望
の
方

は
、
地
区
の
民
生
児
童
委
員
さ
ん

又
は
役
場
福
祉
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

‘ 町
内
で
は
、
加
え
て
社
会
福
祉

法
人
『
三
恵
会
』
が
三
恵
ホ

l
ム

敷
地
内
に

一
日
十
五
人
規
模
の
高

齢
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
べ
く
、
現
在
厚
生
省
の
建

設
補
助
の
申
請
中
で
す
。

こ
れ
が
許
可
に
な
り
ま
す
と
、

早
け
れ
ば
今
年
中
に
は
建
設
工
事

を
完
了
し
、
平
成
六
年
四
月
頃
に

は
、
町
内
の
さ
ら
に
多
く
の
方
々

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
送
迎
車

..... 

~ 

川
内
町
で
は
、
従
来
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
事
業
(
短
期
保
護
事
業
)

に
つ
い
て
は
、
必
要
の
都
度
民
生

児
童
委
員
さ
ん
又
は
役
場
福
祉
課

ヘ
申
請
の
手
続
を
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

五
年
四
月

一
日
か
ら
、

一
回
申
請

手
続
を
す
れ
ば
、
向
こ
う

一
年
間

に
六
固
ま
で
利
用
で
き
る
『
利
用

券
』
を
交
付
す
る
こ
と
に
変
更
し
、

手
続
な
ど
に
要
す
る
時
間
や
労
力

を
、
少
し
で
も
少
な
く
す
る
よ
う

に
い
た
し
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
と
は
、

原
則
と
し
て

一
週
間
単
位
(
最
大

二
週
間
ま
で
、
こ
の
場
合
は
利
用

券
二
枚
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
)

で
高
齢
者
等
を
家
庭
の
事
情
(
旅

行
や
介
護
疲
れ
等
理
由
に
条
件
は

あ
り
ま
せ
ん
)
で
養
護
老
人
ホ

l

ム
や
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
(
川

内
町
が
平
成
五
年
度
に
契
約
し
て

い
る
ホ

l
ム
は
、
ガ
リ
ラ
ヤ
荘
、

愛
寿
荘
、
久
万
の
里
で
す
)
に
町

の
補
助
金
を
受
け
て
低
料
金
(
平

成
五
年
度
の
自
己
負
担
は
、

一
日

二
千
六
十
円
)
で
預
っ
て
も
ら
う

事
業
で
す
。
上
手
に
利
用
し
、
高

齢
者
在
宅
福
祉
の
推
進
に
ご
理
解

と
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

リ
フ
ト
付
パ
ス
で
寝
た
き
り

の
方
の
送
迎
も
楽
に
で
き
ま

寸

す

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
食
事
風
景

み
ん
な
の
楽
し
み
の
一
つ
で

寸

す

六
月
三
日
ガ
リ
ラ
ヤ
荘
に
入

所
さ
れ
て
い
る
方
も
、
い
ち

寸
ご
狩
に
行
か
れ
ま
し
た
。
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特
殊
浴
糟
・
気
分
も
す
っ
き
り

訓
練
で

〆歩
タ け
ド る

ょ
っ

な

ま
し
た

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
の
出
あ
い

ふ
だ
ん
使
わ
な
い
筋
肉
を
よ
く
も
み

ほ
ぐ
し
ま
す

訓
練
も
終
り
ち
ょ
っ
と
ひ
と
い
き

とら なで施化 とですでわ「は ささたな後サてき まら心でがいさ l
皆うし今がい設社こて幸。き会こ、とれれとの、 l 、な長しれを真、をんを川

(さご い 日らるを会れもせ機、いこ通ったでき拍 ー ジ心かいたる通剣機さ、訪内
六んざ光は帰人増にか明で能友しへってこい胸手人、のつ問。姿わに能れ指間町
月頑い景人つが や 対 ら る す も 達 て 来 てもとたががで機こたー に す 取 回 る 導 さ デ
三張まにとてな し 応 急 か 」 だ が お だ 来印か方熱お歩能も人人 触ケり復指させイ
日 っす出しきくてし速 っとんで話しら象とはくきか回つがで れ ア 組 と 導 れ て サ
・ て。 あて まな、てにた言だきしてれに思どな、れ復た、歩 るをみい員るい l
広く えとし る家、訪こわんですみる残いんりそた訓入何く こ;C}、うさ先たピ
報だ ててたよ 庭 こ れ と れ 回 楽 る な 皆つまな、のと練浴日こ と掛ま ー ん生だス
担さ あも。う で う る で た 復 し こ さ さたすにお姿きをやもと がけたつ皆、きセ
当い りす 願困い 高 す顔でみとんんこ。感世をみしマかが でて心のさ手怠ン

がば いつう齢 O がきでがにがと 動話見んたツけで きわと心ん伝者タ

と凍委 たたユこ学建 も を 協団さに年内 開 工 ( 下
し倉員今 O 後 l れ開設委の受会法せ、度イこか学委空去
て庫会後 、ルか係業員でけに人る地開ンのれ部員間る
、とを j 予に ら 者 の 会 す て 委 エ た下通タ委ま教長利五

し開定 定つののトは。同託ンめ空予 l員し授 ・ 閉月
日 てき期 地い研約ッ、 振しジ の 間定チ会た)稲 52一
的、、的 のて究五プ宮 興たニ調利)エは。が田竺十
なあ冷に 視、内十技庁 協 もア査用近ン、 中善 1H一
利る蔵作 察協容人術開 会のリ研施くジ川 央紀隈日
用い倉業 を議や芸者係 がでン究設の(内 公愛可JlI
がは庫部 しをス Y や 、 問、グをを山平町 民 媛 宮 内
可 工 、会 ま行ケ加、大 いそ振、実す成が 館 大 員 町

し能場冷、 し つ ジ、大 手 たれ興財現そ 六 川 で学会地

地
下

技着
手伝利
検用
討実
奮現
去に
:a田

駅
4 

で
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
ど
れ
く

ら
い
の
費
用
が
か
か
る
も
の
か
検

討
し
、
来
年
三
月
に
結
論
を
出
す

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

川
内
町
と
し
て
は
、
報
告
書
の

内
容
を
踏
ま
え
、
建
設
が
可
能
と

な
れ
ば
積
極
的
に
取
り
組
み
、
本

町
の
活
性
化
の
事
業
の

一
環
と
し

て
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
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a
a昌
a
a日

間

叫

巳二二通

白
川
明

七
月
十
一
日
は
農
業
委
員
会
委
員
統
一
選
挙

平
成
四
年
七
月
十

一
日
は
、

三

年
に

一
度
の
農
業
委
員
会
の
選
挙

に
よ
る
委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。愛

媛
県
で
は
、
農
業
委
員
会
総

数
の
七
割
に
あ
た
る
農
業
委
員
会

に
つ
い
て
、
選
挙
に
よ
る
委
員
の

任
期
が
七
月
十
九
日
に
満
了
す
る

こ
と
に
よ
り
、
統

一
選
挙
が
執
行

さ
れ
ま
す
。
投
票
日
は
、
七
月
十

一
日
で
、
川
内
町
の
改
選
さ
れ
る

委
員
は
十
三
名
で
す
。

新
し
い
町
"つ
く
り
は

こ
の
一
票
か
ら
/

(
農
業
委
員
の
役
割
)

一
、
農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員

会
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
、

農
業
及
び
農
業
者
の
利
益
を
代

表
す
る
機
関
と
し
て
市
町
村
に

設
置
さ
れ
、
今
日
の
厳
し
い
農

業
情
勢
に
対
処
す
る
た
め
の
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

二
、
農
業
委
員
は
、
農
業
者
の
代

表
と
し
て
、
農
業
委
員
会
で
、

公
正
な
立
場
で
農
地
の
売
買
や

転
用
の
許
可
を
は
じ
め
、
農
地

の
斡
旋
・農
地
の
紛
争
の
防
止
、

和
解
の
仲
介
・
標
準
小
作
料
を

決
め
る
な
ど
、
広
く
農
地
に
か

か
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

二
二
農
業
委
員
は
、
最
近
の
兼
業

化
や
高
齢
化
に
よ
っ
て
経
営
の

縮
小
を
希
望
す
る
農
家
が
、
安

心
し
て
農
地
を
貸
す
こ
と
の
で

き
る
相
談
や
、
地
域
の
担
い
子

農
家
の
育
成
に
努
め
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

四
、
農
業
委
員
会
は
、
農
業
に
関

係
あ
る
諸
問
題
を
政
策
的
に
解

決
す
べ
く
行
政
(
国

・
県

・
市

町
村
)
に
建
議
し
て
い
ま
す
。

五
、
農
業
委
員
会
は
、
農
業
経
営

の
合
理
化
や
農
村
生
活
の
改
善

に
関
し
各
種
調
査
を
実
施
し
、

又
農
家
と
の
相
談
活
動
を
通
じ

て
農
地

・
税
金

・
農
業
者
年
金

な
ど
、
農
業
及
び
農
業
者
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。

六
、
農
業
委
員
選
挙
は
、
公
職
選

挙
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

農
業
委
員
は
、
農
業
経
営
や
農

村
生
活
に
直
接
大
き
な
影
響
を

与
え
る
重
要
な
任
務
を
持
っ
て

お
り
、
そ
の
た
め
農
業
委
員
の

選
挙
は
、
国
会
議
員
や
地
方
議

会
議
員
の
選
挙
と
同
様
の
公
職

選
挙
法
に
よ
っ
て
公
正
に
行
わ

れ
ま
す
。

農
業
委
員
に
は
、

真
の
農
家
の

代
表
と
し
て
公
正
な
見
識
を
持
ち
、

自
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
そ
の
任
務

を
貫
き
と
お
す
こ
と
の
で
き
る
立

派
な
人
を
、
真
剣
に
考
え
て
選
び

ま
し
ょ
ト
7
0

ま
ち
づ
く
り

あ
な
た
の
価
値
あ
る
J

票
を

‘・ド

，. 

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
・

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会
長
に

川
内
町
議
会

梅

崎
議
長
就
任

去
る
コ
一月
二
十
三
日
川
内
町
議

会
議
長
に
就
任
さ
れ
た
梅
崎
進
さ

ん
が
、
四
月
三
十
日
付
け
で
温
泉

郡
町
村
議
会
議
長
会
会
長
に
、
さ

ら
に
六
月
三
日
付
け
で
愛
媛
県
町

村
議
会
議
長
会
会
長
並
び
に
四
国

地
区
町
村
議
会
議
長
会
会
長
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご

期
待
い
た
し
ま
す
。

一一一===
一一=一==一===
二二
一二二=二一一
一一==二一
一二===
=一一=一一=一=
一===二一=一=↑一二=
二一一
一一二-=二
一==一一二二==
==ニ==
-一一一一一一一一一一一一一
一
一==一一一一一一一一一一一一一一一二=
==一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
一
=一一==
一===一一
一
===

災
害
防
止
に
つ
い
て
愛
媛
県
か
ら
の
お
願
い

六
月
は
「
防
災
対
策
強
化
月
間
」

で
す
。こ

れ
か
ら
の
季
節
は
、
梅
雨
前

線
や
台
風
の
影
響
で
、
大
雨
に
よ

る
災
害
が
起
き
や
す
い
季
節
で
す
。

愛
媛
県
で
は
こ
の
期
間
中
、
河

川
、
道
路
な
ど
の
土
木
施
設
や
工

事
現
場
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

危
険
箇
所
の
発
見
や
応
急
工
事
の

実
施
な
ど
災
害
の
防
止
に
努
め
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

な
ど
の
災
害
情
報
に
注
意
し
、
危

険
が
迫
っ
た
と
き
は
す
ぐ
避
難
す

る
な
ど
、
災
害
に
対
す
る
警
戒
を

十
分
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
災
害
に
備
え
て
懐
中
電

灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
も
常
に
準

備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
危
険
な
箇
所
を
見
か
け

た
と
き
は
、
す
ぐ
近
く
の
市
町
村

役
場
や
県
の
地
方
局
、
土
木
事
務

所
な
ど
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

災
害
の
防
止
に
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
J 



成
人
病
の
芽
ば
え
は
伺
歳
か
ら
f

が
ん
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
な
ど

の
成
人
病
は
、

ω歳
頃
か
ら
発
症

率
、
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

川
内
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
左
の
グ
ラ
フ
は
平
成
四
年
度

に
実
施
し
た
成
人
病
基
本
健
診
の

代
表
的
な
検
査
の
血
圧
・
検
尿
の

正
常
・
異
常
の
う
ち
わ
け
で
す
。
加

齢
と
と
も
に
体
の
老
化
も
進
み
、
異

常
の
割
合
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
に
い
き
い
き
と
生
涯
現
役

で
過
ご
す
に
は
、
こ
の
成
人
病
を

予
防
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま

す。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
現
在

の
自
分
の
体
を
知
っ
て
お
く
こ
と

で
す
。
健
診
を
上
手
に
受
け
て
、

羽
歳
か
ら
の
健
康
守
つ
く
り
に
生
か

v
し
土
」
ア
し
ょ
》
7
0

年 代別 血圧

総
受
診
者

加
歳
以
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n
u
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健
診
を
上
手
に
受
け
る

6
つ
の
ポ
イ
ン
ト

②①  

年

1
回
は
必
ず
受
け
る
。

健
診
の
メ
ニ
ュ
ー
を
よ
く
知

る。

③
検
査
機
関
は
、
で
き
る
だ
け

同
じ
と
こ
ろ
で
受
け
る
。

④
精
密
検
査
を
こ
わ
が
ら
な
い
。

⑤
健
診
の
結
果
は
保
存
し
て
お

ノ
く
、

⑥
健
診
を
受
け
た
と
き
は
、
家

庭
医
に
報
告
し
よ
う
。

関
歳
以
上

.rNjp蔵

m

j
印
歳

m
j
m四
歳

す

j
g

総
受
診
者
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成
人
病
健
診

日
程
決
ま
る

堕豊里j

「
病
気
が
見
つ
か
る
か
ら
こ
わ

い
」
「
ま
だ
、
若
い
か
ら
大
丈
夫
」

そ
う
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
成
人
病
は
無
症

状
の
ま
ま
進
行
す
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
今
年
も
ぜ
ひ
受
診
を
し
て

下
さ
い
。
該
当
地
区
以
外
で
も
受

診
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
さ
れ
て

い
な
い
方
は
健
診
当
日
で
も
受
付

け
い
た
し
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て

健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
機
会
に
し
ま
し

ト
A

F

P

寸
ノ
。

|図正常

ま
た
、
結
果
報
告
会
に
あ
わ
せ

て
、
健
診
の
結
果
に
も
と
づ
く
健

康
相
談
を
実
施
し
ま
す
。



成人病基本健診・女性健診・肺ガン検診

及び結核レントゲン検診日程 表

月 日 地区

7月6日(火) 井 内

7月7目。'J，) 河之内

7月8日(木) 則之内東

7月9日(鉛 則之内西

滑 J11 

7月12日伺)
土 F小仁I

7月13日(火) 奥松瀬川

8月23日(月) 北方東

8月24日(火) 北方西

8月25日(7]¥) 南方東

横j難団地
8月26日(木)

前松瀬川

8月27日幽 南方西

8月30日(月) 回I 西

8月31日(火) 回I 東

10月 5日(火)
未受診者
健診

-適度な運動を

適度な運動は、血圧を

下げ、動脈硬イ七を予防

し、ストレスも解消する。

-ストレスをためない

精神的な緊張は、血圧

を高め、心臓の負担を

大きくする

7一

場 所 受付時間

井 内 公 民 長官 午後 3:00-7:00

河之内公民館 午後 3:00-7:00

万立 里子 集 IヱミL 所 午後 3:00-7:00

則之内西公民館 午後 3:00-7:00

滑川生活改善センター 午後 2:00-4:00

土 1小ゴ 公 民 館 午後 5:00-7:00

奥松瀬川公民館 午後 3:30-7:00

北 方 公 民 長官 午後 3:00-7:00

西中村集会所 午後 3:00-7:00

南方東公民館 午後 3:00-7:00

横灘団地公民館 午後 3:00-4:00

前 松 瀬 川 公 民 館 午後 4:30-7:00

三Etゴ 久 集 乙五b、 所 午後 3:00-7:00

健康セン タ ー 午後 3:00-7:00

健康センター 午後 3:00-7:00

健康センター 午後 3:00-7:00

|成人病を閉〈自常生活 1

-睡眠を十分に

睡眠は 1日の正しい生

活リズムをつくる基本。

睡眠不足は老化を早め

るO

-肥満を避ける

太りすぎは、心臓に負

担をかける、動脈硬化

を招くなど、成人病を

た育てると温床。

-定期的な健康診断を

病気の早期発見には不

可欠。また、老化の進

行度をチェックして健

康生活の指針になる。

結果報告会日程表

月 日 地 区

8/9 井 内

8/10 河之内

8/11 則之内東

8/12 則之内西

8/18 土 Ih コー

8 /19 J骨 )11 

8/20 奥松瀬川

9 /29 北方東

9 /30 北方西

10/1 南方東

10/4 横灘団地

10/6 前松瀬川

10/7 南方西

10/8 回I 西

10/9 回I 東

-お酒・タバコは

控えめに

お酒は日本酒換算で 1
日1合を目安に。タバ

コはできればやめる O

‘ 

• 

吋.一

，. 
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西奇幼稚園では、 5月31日に園児たちが園庭

で育てたタマネギを収かくし、自分たちでお料

E里をして、おいしくいただきました。

園
庭
で
タ
マ
ネ
ギ
の
収
か
く

園
児
が
さ
つ
そ
く
お
料
理

ザ
」
ち
そ
』
っ
さ
ま
で
し
た

第
十
七
回
さ
っ
き
花
季
展
が
、

去
る
五
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日

ま
で
の
三
日
間
、
中
央
公
民
館
ロ

ビ
ー
で
聞
か
れ
、
さ
っ
き
を
愛
好

す
る
人
た
ち
の
丹
精
込
め
た
作
品

が
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
心
を
和
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
の
さ
っ
き
花
季
展
の
入
賞

者
は
次
の
方
々
で
す
。

O
町

長

賞

黒

河

強

O
文

化

協

会

長

賞

中

島

菊

政

O
議

長

賞

菅

一

正

O
教

育

長

賞

小

倉

文

男

O
商
工

会

長

賞

黒

河

正

代

O
会

長

賞

菅

芳

子

O
金

賞

黒

川

盛

昭

O
銀

賞

渡

部

展

久

O
銅

賞

桑

原

八

郎

O
努

力

賞

渡

部

久

徳

O
管

理

賞

高

須

賀

得

乎

O
ア

イ

デ

ア

賞

近

藤

信

郎

O
苦
労
し
た
で
賞
高
須
賀
定
輝

O
来
年
も
頑
張
り
ま
賞近

藤
ツ
ヤ
子

さ
っ
き
花
季
展
で
入
賞
を
目
ざ

し
て
競
い
合
う
花
を
「
競
技
花
」

〉
」
い

P
7
0

こ
の
競
技
花
は
、
与
え
ら
れ
た

さ
っ
き
の
苗
を
三
年
間
丹
精
込
め

て
育
て
、
三
年
後
に
そ
の
枝
ぷ
り

等
を
競
い
合
う
も
の
で
あ
る
。

今
年
も
ま
た
、
さ
っ
き
の
苗
が

各
人
へ
渡
さ
れ
、
三
年
後
の
出
来

栄
え
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
育
て

て
い
ま
す
。

くみ すは
しん子 O 、七 lar
ま な 供 町月|品
しでき 内十 1 1'ョ
よ 協 ん 一八|ー
う力す 斉日|客
O をり 美 ~I~

L :[0' 化第 ji克

エ主 吉弓 liヒ
U 古品恒
美三 日白川帯
し\で ~I

8 

あ
き
カ
ン
の
ポ
イ
す
て
は
、

や
め
ま
し
ょ
う
/

女
性
の
人
権
問
題

電
話
相
談
開
設
の
お
知
ら
せ

男
女
差
別
、
セ
ク
ハ
ラ
等
女
性

の
人
権
問
題
に
関
す
る
ロ
時
間
電

話
相
談
を
わ
受
け
し
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

日

時

平

成

5
年
7
月
白
日
間

午
前
9
時
1
午
後
9
時

電
話
番
号
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

O
一
二

O
l
O二
五
五
五

O

相
談
担
当
者
人
権
擁
護
委
員
・

弁
護
士
・
法
務
局
職
員

主

催

松

山

地

方

法

務

局

愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

後

援

愛

媛

弁

護

士

会



‘ 

ひ
と
足
早
い
運
動
会

川
上
小
学
校
で
は
、
本
館
の
大

規
模
改
造
工
事
に
伴
い
、
運
動
場

に
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
を
建
て
る
た
め
、

運
動
場
が
使
え
な
く
な
る
こ
と
か

ら
、
六
月
六
日
に
い
つ
も
よ
り
早

い
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

梅
雨
と
は
い
え
好
天
に
恵
ま
れ

H

走
れ
〆
飛
び
出
せ
大
空
に
/
J

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
校
児
童
が

二
十
五
種
目
の
競
技
に
元
気
い
っ

ぱ
い
、
力
の
か
ぎ
り
頑
張
っ
て
い

ま
し
た
。

全
校
堂
々
の
入
場
行
進

4 四

・
五
・
六
年
生

グ
ル
ー
プ
対
抗
綱
引
き

E
P
I
C
 

(
工
ピ
ッ
ク
)
セ
ミ
ナ
ー

地
域
住
民
の
国
際
感
覚
の
育
成

を
図
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
が
、
五

月
二
十

一
日
、
中
央
公
民
館
で
聞

か
れ
約
八
十
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
竹

本
所
長
さ
ん
の
講
演
の
後
、
同
セ

ン
タ
ー
勤
務
の
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
さ

ん
と
本
町
教
育
委
員
会
英
語
指
導

助
手
ク
ラ
ウ
ス
さ
ん
か
ら
、
日
本
・

川
内
に
住
ん
で
の
コ
メ
ン
ト
を
い

た
だ
き
、
特
に
「
ガ
イ
ジ
ン
」
と

い
う
言
葉
に
つ
い
て
論
議
が
白
熱

し
、
参
加
者
か
ら
英
語
を
交
え
て

の
意
見

・
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。

今 一

ー
ク
ル
紹
介

，. 

太
極
拳
・
少
林
拳
教
室

体
力
に
自
信
の
な
い
方

太
極
拳
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

太
極
拳
教
室
は
今
年
四
月
に

開
講
し
た
ば
か
り
で
、
現
在
八

歳
か
ら
五
十
五
歳
ま
で
、
男
二

人
・
女
十
二
人
で
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

少
林
公
一
丘
、
七
月
か
ら
開
講

し
ま
す
。

O
太
極
拳
教
室
日
時
/
毎
週

土
曜
日
午
後
二
時
、
場
所
/

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
、
会

費

/
一
ヶ
月
一
、

0
0
0円

。
少
林
拳
教
室
日
時
/
毎
週

金
曜
日
午
後
七
時
三
十
分
、

場
所
/
川
内
中
学
校
体
育
館
、

会
費
/
一
ヶ
月
三
、

0
0
0

円両
教
室
と
も
運
動
の
で
き
る

服
装
と
上
靴
が
必
要
で
す
。

太
極
拳
は
中
国
武
術
の

一
つ

で
、
深
呼
吸
し
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
と
円
運
動
を
行
い
、
健
康
な

体
力
守
つ
く
り
、
病
気
の
予
防
や

治
療
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、
集
中

力
の
養
成
等
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

種
目
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
お

り
、
静
か
な
ブ

l
ム
を
呼
ん
で

い
ま
す
。

少
林
拳
は
、
代
表
的
な
中
国

武
術
で
、
型
が
美
し
く
リ
ズ
ム
、

ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
動
き
が
爆

発
的
で
剛
律
で
あ
り
、
若
年
層

の
男
女
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
九
月
に
中
国
湖
南
省
か

ら
こ
ら
れ
た
王
町
家
さ
ん
に
、

本
場
の
功
夫
、
少
林
拳
を
学
び

ま
せ
ん
か
。
王
さ
ん
は
、
川
内

町
の
人
達
や
、
元
気
な
チ
ピ
ッ

コ
の
交
流
を
心
か
ら
望
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
皆
様
の
お

越
し
を
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

川
内
町
則
之
内
八
幡
喜
佐
子

合
六
六
|
五
八
九
七

9 



地
球
に
や
さ
し
い

ラ
イ
ブ
ス
タ
イ
ル

「
お
父
さ
ん
、

早
く
早
く
J

ゴ
ミ

焼
き
ま
し
ょ
う
。
」

「う
ん
、
す
ぐ
行
く
よ
。
」

日
曜
日
の
ひ
と
と
き
を
、
息
子

と
父
親
が
仲
よ
く
お
し
ゃ
べ
り
を

し
な
が
ら
、
庭
の
隅
で
ゴ
ミ
の
焼

却
で
す
。
す
る
と
、
一
大
発
見
を

し
ま
し
た
。
ア
ル
ミ
箔
が
燃
や
せ

な
い
の
で
す
。

「
一
体
、
ア
ル
ミ
箔
は
燃
え
る
ゴ

ミ
の
日
に
出
す
の
。
そ
れ
と
も

金
物
の
日
に
出
せ
ば
い
い
の
。

ね
え
、
お
父
さ
ん
。
」

:
と
。
仲
よ
し
家
族
の
ほ
ほ
え
ま

し
い
光
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

こ
れ
は
昨
年
度
、
桜
学
級
で
善

通
寺
へ
ゴ
ミ
収
集
の
研
修
に
行
き

ま
し
た
が
、
将
来
ゴ
ミ
の
減
量
に

関
心
を
持
た
れ
、
家
族
ぐ
る
み
で

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
方
の
お
話

で
す
。ゴ

ミ
問
題
は
、
主
婦
一
人
の
知

識
や
理
解
だ
け
で
は
解
決
で
き
ま

せ
ん
。
家
族
ぐ
る
み
で
、
し
か
も

子
供
の
教
育
も
巻
き
込
ん
だ
地
球

に
や
さ
し
い
ゴ
ミ
問
題
へ
の
取
り
、

組
み
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
お
家
の
ゴ
ミ
の
分
別
は
、

し
っ
か
り
と
出
来
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

「ゴ
ミ
問
題
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
お
陰
で
、
父
親
と
子
供
の

話
し
合
い
の
時
聞
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
」

と
、
そ
の
お
母
さ
ん
は
笑
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
聞
い
て
い
る
私
た

ち
ま
で
嬉
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。こ

の
ゴ
ミ
問
題
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
、
「
私

一
人
ぐ
ら
い
・
:
」
と

い
う
甘
え
と
、
ご
う
慢
さ
で
地
球

が
病
ん
で
い
る
の
で
す
。

常
日
頃
出
す
ご
み
み
つ
め

リ
サ
イ
ク
ル

住
民
み
ん
な
が
、
こ
ん
な
心
で

ゴ
ミ
を
分
別
し
、
資
源
と
し
て
取

り
出
せ
る
も
の
を
見
つ
け
て
リ
サ

イ
ク
ル
に
回
す
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

同
時
に
使
い
捨
て
生
活
を
見
直

し
地
球
環
境
に
立
っ
て
、
い
い
、

悪
い
を
考
え
て
い
く
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

自
動
販
売
機
で

一
個
百
十
円
の

ウ
ー
ロ
ン
茶
を
買
う
と
し
ま
す
。

私
達
が
飲
ん
で
い
る
、
あ
の
缶
の

中
身
の
ウ
ー
ロ
ン
茶
そ
の
も
の
は
、

わ
ず
か
三
十
六
銭
だ
そ
う
で
す
。

便
利
だ
か
ら
と
買
い
ま
す
が
、
そ

の
便
利
代
に
百
円
払
っ
て
い
る
事

に
な
り
ま
す
。

消
費
者
も
企
業
も
便
利
だ
か
ら

と
い
う
事
で
、
缶
製
品
が
ど
ん
ど

ん
増
え
、
資
源
を
消
耗
し
、
ゴ
ミ

に
埋
も
れ
る
心
配
を
し
て
い
ま
す
。

lell"磯崎と・資2・E守否5

レイ回収に
四ご協力下さい辛苧

回
収
カ
ゴ
は
ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ザ
川
内

と
か
た
や
ま
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
で
の
埋
め
立
て
地
で
す

が
、
後
七
年
は
大
丈
夫
だ
そ
う
で

す
。
さ
で
、
そ
の
後
は
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
。
そ
の
上
、
ゴ
ミ
量

は、

毎
年
三
パ
ー
セ
ン
ト
増
え
続

け
て
い
る
と
の
事
:
:
:
。

私
た
ち
は
少
々
不
便
で
も
、
ゴ

ミ
に
な
る
も
の
は
買
わ
な
い
、
古

く
な
っ
て
も
十
分
に
使
い
切
る
生

活
を
。
ま
た
、
リ
ホ
ー
ム
す
る
こ

と
や
無
駄
を
省
き
物
を
大
切
に
使

う
等
々
の
生
活
を
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ド
イ
ツ
で
は
、
牛
乳
や
ピ

l
ル

は
ビ
ン
で
飲
む
。
そ
の
ピ
ン
は
、

「
社
会
の
預
か
り
も
の
」
と
思
っ

て
必
ず
返
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

重
い
不
便
さ
は
我
慢
し
て
何
回
も

洗
っ
て
使
え
る
ビ
ン
に
し
て
い
る

と
の
事
で
す
。

ま
介
二
年
生
に
入
学
の
と
き
は

「社
会
の
た
め
、
地
球
の
た
め
に

百
パ
ー
セ
ン
ト
の
古
紙
を
使
っ

た
ノ

l
ト
を
持
た
せ
て
く
だ
さ

い。」

「定
規
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
駄

目。
」

「
鉛
筆
削
り
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で

出
来
て
い
る
物
は
持
た
せ
な
い

よ
う
。
」

と
学
校
か
ら
通
達
が
あ
る
そ
う
で

す。「な
ぜ
、
こ
う
な
の
。
」

と
の
子
供
の
聞
い
に
、
親
は
、

「地
球
に
や
さ
し
く
す
る
た
め
よ
己

と
答
え
、
地
球
に
や
さ
し
い
教
育

を
家
庭
で
も
学
校
で
も
行
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

買
物
の
場
合
で
も
、
ス
ー
パ
ー

の
袋
は
貰
わ
な
い
で
、
買
い
物
袋

を
自
分
で
用
意
。
折
り
た
た
ん
で

手
提
げ
に
入
る
よ
う
な
袋
を
持
っ

て
い
る
と
か
。

私
達
も
ゴ
ミ
の
分
別
に
努
め
る

、

と
同
時
に
、
ゴ
ミ
を
つ
く
ら
な
い

生
活
に
と
意
識
を
変
え
、
地
球
に

や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
な

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
出
来
る
事
か
ら
、

実
行
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

ハU

先
日
の
有
資
源
回
収
で
は
、
沢

山
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
回
も
回
収
車
満
載
、

業
者
の
方
が
「
多
い
で
す
ね
」
の

連
発
で
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
の
山
の
よ
う
な
資
源
が
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
、
ま
た
庖
頭
に

並
び
ま
し
ょ
う
。

少
々
値
段
が
高
く
て
も
、
再
生

品
を
購
入
す
る
心
構
え
も
よ
ろ
し

，J¥
 桜

学

級

開
級
式
の
お
知
ら
せ

日
時
7
月
同
日
日
時
却
分
よ
り

場
所
中
央
公
民
館
第

一
会
議
室

議
演
婦
人
の
人
権
問
題
に
つ
い

て

講
師
県
同
和
教
育
課
指
導
主
事

学
級
生
と
し
て
申
込
み
を
さ
れ

て
い
な
い
方
も
、
お
誘
い
ム
口
わ
せ

て
ご
出
席
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

川
内
町
婦
人
会

<，.、
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4酔

i着

師

小

林

完

吾

(
フ
リ
i
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
)

題
『
今
、
親
と
し
て
・:

大
人
と
し
て
:・
』

子
供
を
育
て
る

と
い
う
こ
と
は

七
月
三
十
日
(
金
)

午
後
八
時

川
内
町
中
央
公
民
館

川
内
町

・
川
内
町
教
育

委
員
会

・
愛
媛
新
聞
社

愛
媛
県
教
育
委
員
会

・

川
内
町
文
化
協
会

四
百
円

演日

時

主場

催所

後

援

畠
mw
草
再
刊
寸

冒
H
M
J
-
=岡
叫
耳
a

ー
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
|

昭
和
七
年
、
神
奈
川
県
鎌
倉
市

に
生
ま
れ
る
。

国
学
院
大
学
を
卒
業
後
、
南
日

本
放
送
を
経
て
、
日
本
テ
レ
ビ
に

入
社
。
以
後
、
ニ
ュ
ー
ス
、
報
道

畑

一
筋
に
歩
み
、
平
成
四
年
四
月

二
十
七
日
定
年
退
職
。

現
在
は
『
追
跡
』
ゲ
ス
ト
コ
メ

ン
テ

l
タ
l
、
歌
番
組
の
司
会
等
、

J 

テ
レ
ビ
出
演
を
続
け
る
一
方
、
自

分
の
生
い
立
ち
ゃ
親
と
し
て
の
体

験
を
ふ
ま
え
、
い
ま
の
教
育
、
福

祉
の
問
題
に
つ
い
て
の
講
演
活
動

を
続
け
て
い
る
。

著
書
に
、
ダ
ウ
ン
症
候
群
と
い

う
障
害
を
も
っ
て
生
ま
れ
、
わ
ず

か
百
五
日
で
逝
っ
た
長
男
真
吾
へ

の
愛
情
と
、
家
族
の
機
微
に
つ
い

て
綴
っ
た
『
愛
、
見
つ
け
た
へ

そ
の
後
の
家
族
と
人
々
と
の
ふ
れ

あ
い
に
つ
い
て
書
か
れ
た
『
愛
、

ふ
た
た
び
』
、
『
優
し
さ
を
あ
り
が

と
う
へ
医
療
の
原
点
を
み
つ
め

る
手
記
『
い
の
ち
、
生
ま
れ

・
生

き

・
老
い
て
』
、
対
談
集
『
こ
の

愛
、
こ
だ
ま
し
て
』
が
あ
る
。

四
十
五
周
年
を
迎
え
た

検

察

審

査

会

交
通
事
故
な
ど
の
被
害
に
あ

っ
て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た

が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起

訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う

な
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
の
処

分
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
審
査

す
る
の
が
検
察
審
査
会
で
す
。

こ
の
審
査
は
、
選
挙
権
を
有
す

る

一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
十
一
人
の
審
査
員

が
行
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
検
察
審
査
会
制

度
も
、
七
月
十
二
日
で
四
十
五

周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

v
し
ふ
に
。

こ
の
間
、
国
民
の
代
表
と
し

て
約
四
十
万
人
の
方
が
選
ば
れ

検
察
審
査
会
で
活
躍
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
検
察

審
査
会
の
制
度
、
活
動
に
つ
い

て
、
更
に
詳
し
く
知
り
た
い
方

は
、
松
山
検
察
審
査
会
事
務
局

(
m
u
四

一

四

一
五

ご

に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。
な
お
、
検
察

審
査
会
事
務
局
で
は
、
検
察
審

査
会
の
役
割
を
紹
介
し
た
ビ
デ

オ
映
画
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

今

'令

公
民
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
ご
案
内

町
民
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
生
活
化
と
体

力
の
向
上
を
図
り
、
生
活
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
町
民
ス
ポ
ー
ツ

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
聞
か
れ
て
い
る
公
民

館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
本
年
は
左
記
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

言己

O
主

イ崖

川
内
町
公
民
館
連
絡
協
議
会

・
川
内
町
教
育
委
員
会

O 
後

t歪

川
内
町
体
育
協
会

0
日

程
平
成
五
年
七
月
十

一
日
(
日
)

集

合

午

前

七

時

三

十

分

・
開
会
式

試
合
開
始
午
前
八
時
三
十
分

午
前
八
時

O
O分

O
場
所
及
び
各
男
女
別
ブ
ロ
ッ
ク

一
部
男
女
川
内
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

男
A

町
西

・
南
方
西

・
南
方
東

・
前
松
瀬
川

B

奥
松
瀬
川

・
北
方
西

・
横
灘
団
地

・
河
之
内

女
A

北
方
西

・
町
東

・
南
方
西

・
横
灘
団
地

B

則
之
内
西

・
町
西

・
北
方
東

・
南
方
東

二

部

男

女

川
上
小
学
校
体
育
館

男
C

町
東

・
則
之
内
東

・
則
之
内
西

D

井
内

・
北
方
東

・
土
谷

女
C

前
松
瀬
川

・
井
内

・
河
之
内

D

則
之
内
東

・
土
谷

・
奥
松
瀬
川

(
開
会
式
は
、
全
チ
l
ム
川
内
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
)

O
競
技
方
法

試
合
は
二
部
制
で
、

で
行
い
ま
す
。

各
予
選
リ

1
グ
及
び
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト



税
の

おはなし

自年
年ノk

時金 E1M ~ー、
買ほと

量税
措
置

老
後
の
生
活
設
計
の
支
え
と
し
て
、

年
金
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

年
金
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
う
ち
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
適
格

退
職
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
な
ど
に
は

所
得
の
計
算
上
、
公
的
年
金
等
控
除
が

設
け
ら
れ
て
い
て
、
税
制
面
の
優
遇
措

置
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
公
的
年

金
等
の
控
除
の
金
額
は
、
年
金
の
収
入

金
額
や
受
け
取
る
人
の
年
齢
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
(
表
参
照
)

そ
の
年
中
に
支
払
い
を
受
け
る
べ
き

金
額
が
、
二
疋
の
金
額
を
超
え
る
公
的

年
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
が
源

泉
徴
収
さ
れ
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
で

精
算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
相
談
室

ま
た
は
税
務
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

..' 

M 

A 

(注)65歳未満かどうかは、その年の12月31日の年齢によります。

65 公的年金等の収入金額 公的年金等控除額 65 公的年金等の収入金額 公的年金等控除額

粛 歳
末 130万円以下 70万円 以 260万円以下 140万円

j荷 130万円超410万円以下 年金収入x25%+37.5万円 上 260万円超460万円以下 年金収入x25%十 75万円

の 410万円超770万円以下 年金収入x15%十 78.5万円 の 460万円超820万円以下 年金収入x15%+121万円
人 770万円超 年金収入x5 %+155.5万円 人 820万円超 年金収入x5 %+203万円|

」一一

〈公的年金等控除額〉

刑
務
所
作
業
製
品
展
示
即
売
会

開
催
の
ご
案
内

全
国
の
刑
務
所
で
は
、
社
会
復

帰
を
目
指
し
て
各
種
の
作
業
に
励

ん
で
い
る
数
多
く
の
人
々
が
い
ま

す。
こ
う
し
た
作
業
の
成
果
で
あ
る
、

刑
務
所
作
業
製
品
を
一
般
社
会
の

人
々
に
広
く
紹
介
し
、
矯
正
行
政

に
対
す
る
理
解
を
得
る
た
め
、

下
記
の
と
お
り
刑
務
所
作
業
製
品

展
示
即
売
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

暴力追放推進センターだより
トー←

“暴力追放のポスターを募集.'''

マ

日

時
平
成
五
年
七
月
二
十
五
日
佃

午
前
九
時
1
午
後
三
一
時

マ

場

所
松
山
刑
務
所

重
信
町
大
字
見
奈
良

宮
六
四
三
三
五
五

マ
出
品
作
品

各
種
タ
ン
ス
・
食
器
棚
等
の

木
工
家
具
、
藤
製
品
、
紳
士

靴
、
漆
器
類
、
石
鹸
、
味
噌
、

醤
油
、
各
種
小
物
類
等
。

一
ユ
リ
栽
培
講
習
会

一
開
催
の
ご
案
内

一
司
」
リ
の
高
度
な
栽
培
技
術
を

習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次

の
と
む
り
講
習
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

一

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一

O
日
時
平
成
五
年
七
月
九
日
制

一

日
時
却
分
i
日
時
泊
分

一

O
場
所
重
信
町
下
林
・
愛
媛
一

県
花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー

一

O
講
和
課
題
ユ
リ
の
生
産
動
一

向
と
栽
培
技
術

一

O
講
師
埼
玉
県
テ
ク
ノ
ホ
ル

テ
ィ
闇
芸
専
門
学
校
・
村
井

千
里
教
授

~みなさんの作品を待っております~

。募集内容

暴力団追 放(又は暴力団排除、暴力団の

根絶など)をアピールするポスター

く〉応募規定

紙…… B3判、彩色自由、縦横自由

.応募点数……制限なし

・応募資格……不問

・作品の裏面に住所、氏名(ふりがな)、 年

齢、性別、職業(又は学校名、学年)、電

話番号を明記すること

。賞金など

優秀作品

佳作

く〉締切り

-用

1点(賞金 3万円)

若干(賞金 1万円)

‘ 

、

の〆
μ

8月20日(当日消印有効)

O応募先(お問合せ)

松山市若草町 7 県警第二庁舎内

(財)愛媛県暴力追放推進センター

ft (0899) 32--1893 
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ー」 O ー」

四
ー」 O 材
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4・

置
同

E
 

司
直

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て

豊
か
な
老
後
を

国
民
年
金
其
奉
血
制
度
は
、
自
営
業

者
な
ど
の
方
の
国
民
年
金
第
一
口
方

被
保
険
者
(
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て

い
る
人
及
び
農
業
者
年
金
の
被
保

険
者
は
除
か
れ
ま
す
)
が
加
入
者

と
な
り
、
加
入
者
の
老
後
の
所
得

保
障
の
充
実
を
図
る
も
の
で
す
。

国
民
年
金
基
金
の
主
な
特
徴
は

①
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
年
金
の

給
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
の
第

一
号
被
保
険
者
の
方
も
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
な
み
の
老
後
保
障
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
?

交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
貸
付
制
度

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で

は
、
交
通
遺
児
の
健
や
か
な
成
長

を
願
っ
て
、
資
金
を
必
要
と
す
る

方
に
無
利
子
で
貸
付
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
つ
で
も

で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

@
対
象
者

自
動
車
事
故
で
二
家
の
働
き

手
が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
度

後
遺
障
害
で
生
活
に
お
困
り
の

家
庭
(
町
民
税
を
納
め
て
い
な

い
等
)
の
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
中

学
生
ま
で
の
子
供
さ
ん

@
貸
付
額

一
時

金

十

四

万

六

千

円

月

額

一
万
八
千
円

入

学

支

度

金

四

万

一

千

円

@
貸
付
期
間

貸
付
の
決
定
し
た
月
か
ら
中

学
卒
業
の
月
ま
で

今

②
国
民
年
金
基
金
の
掛
金
は
、

払
い
込
ん
だ
金
額
が
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
の
で
、
所
得
税

・
住
民
税
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ

ま
す
。

③
受
け
と
る
際
も
公
的
年
金
控

除
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
税

金
の
関
係
が
有
利
な
取
り
扱
い

に
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
年
金
係
ま
た

は
愛
媛
県
国
民
年
金
基
金
(
包
二

一
一
一

一
八
二
)
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

無
利
子

@

利

子

@
返
済
期
間

中
学
卒
業
後
二
十
年
以
内
の

割
賦
(
月
賦
・
半
年
賦
・
年
賦

か
ら
選
択
)
に
よ
る
無
理
の
な

い
均
等
払
い
(
高
校
、
大
学
等

に
進
学
さ
れ
た
場
合
は
卒
業
ま

で
猶
予
さ
れ
ま
す
)

@
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
七
九
O

松
山
市
南
江
戸
町

一
丁
目
六
|
三

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

愛
媛
支
所

包
二
五
|
O
七
O
八

自
衛
官
募
集

-R応
募
資
格

五
年
度
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

防
衛
医
科
大
学
校
・
防
衛
大

学
校
・
航
空
学
生
・
曹
候
補

学
生
・
曹
候
補
土
・

二
等
陸

海
空
土
(
任
期
制
)

-R身分特
別
職
国
家
公
務
員

-R給与初
任
給
十
五
万

一
千
八
百
円

ボ
ー
ナ
ス
年
三
回

(
五
・
四
五
か
月
)

そ
の
他
各
種
手
当
支
給

-R衣
食
住

食
事
宿
舎
費
は
無
料

被
服
等
も
無
料
で
支
給
又
は

貸
与

-R特
別
手
当

任
期
制
隊
員
に
二
年
終
了
時

五
十
七
万
七
千
円

四
年
終
了
時
百
二
十
六
万
円

を
支
給

-R申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

川
内
町
役
場

合
六
六
|
二
二
二
二

-13 



国

保だ
よ
り

国
民
健
康
保
険
税

の
改
正
に
つ
い
て

平
成
五
年
度
か
ら
国
民
健
康
保

険
税
の
一
部
が
国
の
地
方
税
法
等

関
係
法
令
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し

た。O
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

保
険
税
は
、
世
帯
の
被
保
険
者

の
所
得
、
資
産
、
被
保
険
者
数
等

に
よ
り
決
定
さ
れ
、
最
高
年
間
税

額
(
課
税
限
度
額
)
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
改
正
で
、
最

高
年
間
税
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

?
し
れ
~
。

O
低
所
得
世
帯
の
軽
減
対
象
範
囲

の
拡
大

低
所
得
世
帯
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
被
保
険
者
均
等
割
、
世
帯
平

等
割
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
四

割
軽
減
世
帯
認
定
の
所
得
基
準
が

引
き
上
げ
ら
れ
、
対
象
範
囲
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

軽
減
の
内
容
は
、
世
帯
主
及
び

そ
の
世
帯
の
被
保
険
者
の
前
年
所

得
合
計
額
が

①
住
民
税
基
礎
控
除
額
以
下
の

場
合
は
、
六
割
軽
減

②
住
民
税
基
礎
控
除
額
と
世
帯

主
以
外
の
被
保
険
者
数
に
よ
る

加
算
額
の
合
計
額
以
下
の
場
合

は
、
四
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

保
険
給
付
関
係

の
改
正
に
つ
い
て

療
養
に
要
し
た
負
担
が
高
額
の

場
合
に
は
、
一
部
が
払
い
戻
し
さ

れ
る
制
度
(
高
額
療
養
費
支
給
)

が
あ
り
ま
す
。

世
帯
で
同
じ
月
に
同
じ
医
療
機

関
に
三
万
円
(
住
民
税
非
課
税
世

帯
は
二
万
一
千
円
)
以
上
の
支
払

い
の
合
計
額
が
基
準
額
(
高
額
療

養
費
自
己
負
担
額
)
を
超
え
る
場

合
、
そ
の
差
額
の
払
い
戻
し
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

基
準
額
が
本
年
度
五
月
分
か
ら

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
負
担
額
が
基

準
額
以
上
と
な
る
方
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

区 課税限度額 均等割・平等割軽減基準
高額療養費基準額 1年以内に 3回以上

分 (最高年間税額) 6 割軽減 4 割軽減 支給のある場合

CD1主民税基礎控除額
6万円 3万4千8百円改

住民税基礎控除額 (31
(31万円)

正 4 6万円 ②22万5千円×人数 (住民税非課税世帯) (竺税非課税世帯)

前
万円)以下の所得世帯 ①・②の合計額以下の 3万3千6百円 万3千4百円

所得世帯

①住民税基礎控除額
3万7千2百円己主 (31万円) 6万3千円

正 5 0万円 同 上 ②23万円x人数 (住民税非課税世帯) (住民税非課税世帯)

後
①・②の合計額以下の 3万5千4百円 2万4千6百円
所得世帯

電話 66-4989

有線 3130 

収集曜 日 ~X 集 地 域 収集日又は収集変更日

毎 l;::;;ji::
東谷・西谷(共内を除く)

土谷・滑川・天神・鳥の子・横灘団地 変更なし
~ _. --------------・ ー・ー・晶

井内

北方・南方
変更なし....・.'---....・...--・ー・ ・・・・・・・・・ ・ーーーーーー・ 晶晶晶 ・・・・・・・・・ー 圃圃圃

火 奥松瀬川
週 前松瀬川I(鳥の子を除く)

水・土
町筋(天神を除く)

変更なし

清掃センターワ月ごみ収集計画1 . t:;ぇI~ ごみ

ち~怠いごみ

収 集 地 域 ガフス・空きビン類 空き缶等金物類 粗大ゴ ‘、、、

東奇・西奇(井内を除く)
7月12日(月) 7月26日(月) 7月26日(月)

天神・鳥の子・横灘団地

北方・南方・奥松瀬JlI 7月13日(火) 7月27日(火) 7月27日(火)

前松瀬J11 (鳥の子を除く)
7月14日(水) 7月28日(水) 7月28日(水)

町筋(天神を除く)

井内・土管・滑川 7月8日(木) 7月22日(木) 7月28日(水)

2 ‘m J 

-14-

く>空き缶類は袋から出してコンテナーに入れてください.'0
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4・

老
人
医
療
受
給
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

現
在
交
付
し
て
い
ま
す
老
人
医

療
受
給
者
証
は
、
今
月
末
日
で
有

効
期
聞
が
満
了
と
な
り
、
更
新
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町
の
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健

康
保
険
加
入
の
老
人
医
療
受
給
者

の
方
で
、
受
給
者
証
の
未
更
新
の

方
は
、
現
在
、
役
場
福
祉
課
で
加

入
健
康
保
険
の
内
容
を
確
認
し
、

更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
早

急
に
次
の
も
の
を
持
参
し
、
新
し

い
受
給
者
証
を
お
受
け
取
り
く
だ

大」い。O
健
康
保
険
証
O
印
か
ん

O
旧
老
人
医
療
受
給
者
証

な
お
、
町
の
国
民
健
康
保
険
加

入
の
老
人
医
療
受
給
者
の
方
の
受

給
者
証
の
更
新
は
、
区
長
さ
ん
を

通
じ
受
給
者
証
の
配
布
を
行
っ
て

い
ま
す
。
老
人
医
療
受
給
者
証
の

更
新
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
役
場
福
祉
課
ま
で
。

訂
正
と
お
詫
び

広
報
五
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た

役
職
員
名
簿
の
一
部
変
更
と
追
加

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

左
記
の
と

わ
り
訂
正
し
、
お
詫
び
し
ま
す

0

0
青
年
農
業
者
協
議
会

会

長

田

井

康

之

を

名

越

正

浩

に

副

会

長

名

越

正

浩

を

田

井

康

之

に
訂
正
。

O
奥
松
瀬
川
公
民
館
役
員
に

公

民

館

長

篠

森

清

一

主

事

渡

部

宏

治

体

育

部

長

渡

部

政

近
を
追
加
。

2臼樹 乳幼児予防接種 (8C G) (センター)

6臼(火) レントゲン・基本健診 (井内公民館)

7日(泌 レントゲン・基本健診 (河之内公民館)

8日(木) レントゲン・基本健診 (永野集会所)

9臼(命 レントゲン・基本健診 (則之内西公民館)

12日(月) レントゲン・基本健診 (生活改善センター)

レントゲン ・基本健診 (土谷公民館)

13 R (j() レントゲン・基本健診 (奥松瀬川公民館)

14日(水) リハビリ教室(楽しいレクリエーション) (センター)

15日(木) 1才 6カ月児健康診査 (センター)

3才児健康診査 (センター)

17日しt) 男のための料理教室 (センター)

21 Rぱc) 栄養学級 (センター)

27日(火) こころの健康相談 (センター)

28臼(本) 母親学級 (センター)

※レントゲン ・基本健診と同時に女性健診、肺

がん検診も実施します。

毎i皐月曜日 不用犬買上げ (セ ンター)

毎週水曜日 健康相談・栄養相談

母子手帳交付・妊婦健康相談 (センター)

機能回復訓練事業 (ガリラヤ荘)

当番医

4日(日) 北上靖博整形外科(平井町) ft 75-3753 

11 R (日) 中川外科内科(南梅本町) ft 76-7811 

18日(8) 友愛内科・小児科(水泥町) 合 76-6262

25日(尽) 渡部内科(南梅本町) ft 75-2232 

ワ月健康センターだより

今

"一

戸
籍
の
窓

(
五
月
受
付
分
・
敬
称
略
)

4
H

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

下 板 オ反 茶 f恵 上 f呆 住

古

1中 戸 戸 堂 てE士3二r 市 免
所

石 前 中 近 松 井 )¥ 

f呆
丸 回 JI[ 藤 j甫 上 木

護
E釜 日青 主主 女子 貞 f実

者
晋 敏 日 員日 展 寛 也

長 長 長 長
続

男 男 男 男 女 女 女
中内

雄 義 耳三正目 直 千 貞 菜
名

瑠
基 也 也 聡 美 実

前

5 5 5 5 5 5 5 
生

5 5 5 5 5 5 4 
年
月

16 14 16 20 6 3 27 日

合
同
ご
め
い
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

礎
調、

下 日 井 井 下
住

之 内 内 之

f中 上 上 上 田I 所

戸同古 古 近 東 回
氏

里子 JI[ 藤 中

カ ア 秀 { 疋

jレ 名
ン 子 一 賓

92 61 71 74 77 齢年

戸田古 古 近 東 田
世

里子 JI[ 藤 中
ア 甘t当Tー

健 jレ 秀 才
主

子 賓

5 5 5 5 5 死
亡

5 5 5 5 4 年
月

29 19 6 2 30 日

15 



11111111111111111111111111111111111111111 ， 
~ 

t 
11111111111111111111111111111111111111111 

〔
月
刊
日
ハ

U

雨
を
得
し
闇
に
患
づ
く
蛍
か
な

菅

野

美

岬

ひ
ら
ひ
ら
の
ス
カ
ー
ト
可
愛
い
ダ

リ

ヤ

か

な

田

中

笹

子

ボ
ン
ボ
ン
ダ
リ
ヤ
活
け
て
幼
き
客

迎

ふ

戒

能

多

喜

羽
抜
鶏
鋭
き
眼
光
を
持
ち
歩
く

大

石

美

紗

病
む
者
の
同
じ
靴
り
や
夕
涼
し

松

田

次

生

老
鴬
や
旅
の
小
径
の
慌
た
ち

樋

口

史

子

雨
も
良
し
晴
れ
て
な
ほ
よ
き
花
菖

蒲

渡

部

栄

樹

蹟
き
つ
走
り
で
速
し
羽
抜
け
鶏

渡

部

束

穂

古
書
あ
さ
る
庖
舗
庖
舗
や
梅
雨
の

街

芦

田

幸

子

雨
晴
れ
の
若
葉
の
中
や
美
術
館

大

下

典

子

母
の
日
一や
昼
酒
少
し
母
と
呑
む

渡
部
て
る
み

山
奥
の
渓
声
に
舞
ひ
夏
の
蝶

池

川

鯛

谷

日
時
訳
出
υ

過
疎
の
村
元
は
平
家
の
血
筋
と
か

篠
森
美
登
里

長
い
春
危
機
何
回
も
あ
り
ま
し
た

山
本
ひ
ろ
志

人
形
に
病
封
じ
て
寺
詣
り

今
井

ご三主

ノ同

水

血
色
が
良
い
と
鏡
が
ほ
め
て
く
れ

高

橋

五

陽

用
件
は
追
伸
で
聞
く
長
電
話

高

岡

艶

女

そ
の
時
代
の
顔
が
並
ん
だ
雛
人
形

佐
々
木
胡
舟

由
緒
あ
る
血
は
争
え
ぬ
お
家
完

渡
部
佐
久
良

一
分
が
こ
ん
な
に
長
い
待
ち
合
わ

せ

山

本

紫

芳

. 

マ
ス
コ
ッ
ト
事
故
の
車
で
揺
れ
て

い

る

平

岡

深

舟

打
ち
っ
ぱ
な
し
血
豆
の
成
果
問
う

コ

ン

ペ

近

藤

十
歩

三
三
九
度
長
い
人
生
始
め
る
日

高
瀬
喜
撰
亭

ー
ー
七
月
例
会
ご
案
内
I
l
l
i
-
-

七
月
三
日
(土
)
午
後
七
時
半
よ
り

中
央
公
民
館
第
三
会
議
室
に
で

〈題〉

①
お

礼

②

手
伝

い

③

水

新
し
い
方
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。
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Z長z上から抑えるように切る島幸警三2豆 ER 
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